
当連結会計年度（2025年４月１日〜2026年３月31日）における国
内経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調で推移いた
しました。加えて、大阪・関西万博の開催や円安の影響により訪日外国
人客数は増加し、インバウンド需要は堅調に推移いたしました。
一方で、原材料価格の高止まりや為替変動、金利上昇に加え、2026

年３月における中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー価格の上昇及び物流
コストへの影響などにより、先行き不透明な状況が継続いたしました。
個人消費につきましては、生活防衛意識が根強く、中高価格帯商品に対
する慎重な購買姿勢が継続いたしました。
このような環境のもと、当社グループの主要販路である百貨店業態に

おいては、一部中国人観光客の減少影響が見られたものの、その他地域
からのインバウンド需要が下支えし、都市部店舗を中心に堅調に推移い
たしました。一方で、国内需要は地域間格差が拡大し、地方店舗を中心
に厳しい状況が継続いたしました。
当社におきましては、百貨店市場の動向に加え、大型GMSの店舗閉

店や売場縮小などの影響を受けたものの、インバウンド需要の取り込み
やキャラクターIP商品、万博関連商品の販売が堅調に推移いたしまし
た。これにより、ハンカチーフを中心に既存取引先の環境変化に対応し
た売上確保に努めるとともに、新規売場の開拓を推進いたしました。
利益面におきましては、為替変動に伴う原材料コストの上昇や人件費

の増加に加え、エネルギー価格上昇等の影響を受けたものの、生産拠点
の効率化、在庫水準の適正化及び販管費のコントロールを継続したこと
により、収益性の維持・改善を図りました。
また、フレグランス事業におきましては、有名メゾンブランド及びラ

グジュアリーブランドとの契約拡大により将来に向けた事業基盤の強化
が進展しているものの、新規出店や人員体制の強化等に伴う費用が先行
しており、当連結会計年度におきましては赤字基調で推移いたしまし
た。一方で、今後は出店効果の発現及び販売拡大により収益改善が見込
まれており、早期の黒字化に向けた取り組みを進めてまいります。
その結果、当社グループの当連結会計年度の業績は、売上高130億
36百万円（前年同期比102.1％）、営業利益１億92百万円（前年同期比
62.6％）、経常利益３億21百万円（前年同期比77.2％）、親会社株主に
帰属する当期純利益１億86百万円（前年同期比45.4％）となりました。
なお、当第４四半期連結会計期間（2026年１月１日〜2026年３月

31日）につきましては、営業利益57百万円、経常利益80百万円、親
会社株主に帰属する当期純利益は33百万円の黒字となりました。

今後に関しましては、企業を取り巻く経営環境は今後大きく変化する
ものと捉えています。背景には、地政学リスク中東情勢をはじめとする

各地の紛争、為替変動、世界的なインフレ、そして人手不足が大きく影
響してくるものと捉えています。これらは、借入・調達・生産・販売に
おける各所で大きな課題となり、従来のやり方、従来の延長線上の戦い
方だけでは成長を維持することは非常に難しくなります。
今後企業価値を高めるには、より一層グループ一体となってグループ
全体の付加価値を高めることが必要であると考えています。
「中期経営計画2023NEXT」では「当社グループしかできないグルー
プ全体で連携したモノ作りと販売」を掲げ、製造から販売を自社グルー
プで行うに徹してきたことで一定の成果が生まれました。
「中期経営計画2026」では「グループシナジーの最大化」をテーマ
に事業ポートフォリオ改革を行い経営資源の最適化を行います。各社の
垣根を超え、柔軟な営業スタイルのもと「新規販路新規売上の構築」「新
アイテムの取り組み」「デジタルマーケティング強化」「EC強化」「資本
効率利益の最大化」を目標に企業価値向上と持続可能な成長を行ってい
きたいと考えます。
2026年度は、身の回り品事業におきましては、ライセンスブランド
強化とオリジナル強化の２軸で行っていきます。また、推し活の影響で
新たなマーケットができつつあるキャラクターIPの強化も進めてまい
ります。
フレグランス事業におきま
しては、新ブランドの契約は
もとより、新規店舗の出店を
行い、さらにデジタルマーケ
ティングでの認知を加速させ、
売上へと繋げてまいります。
また新たなアイテム「傘
パラソル」に取り組みます。
2026年春夏より「BOSS」
のパラソルをスタートし、従
来のひびのこづえ、ニコライ
バーグマンと共に傘ビジネス
を本格的にスタートする予定
であります。
株主の皆様に於かれまして

は、何卒一層のご支援、ご鞭
撻を賜りますようお願い申し
上げます。

ごあいさつ

Bu s i n e s s Repo r t 　 2 0 2 5年 4月 1日から 2 0 2 6年 3月 3 1日まで

証券コード：8123

連結財務データ� （単位：百万円）

財務の状況

6,912 6,759

5,495 5,986

12,407 12,746

4,542 4,248

777 1,054

5,319 5,302

7,087 7,443

12,407 12,746

流 動 資 産

固 定 資 産

流 動 負 債

資 産 合 計

負 債 合 計

固 定 負 債

純 資 産

負債純資産合計

前期末
2025年3月31日現在

当期末
2026年3月31日現在

経営成績の状況

キャッシュ・フローの状況

売上高 12,769 13,036

営業利益 307 192

営業利益 417 321

純利益 411 186

384 710

△ 140 △ 181

△ 364 △ 109

1,360 1,783

売 上 高

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高

経 常 利 益

親会社株主に帰属する当期純利益

営 業 利 益

前期
2024年4月 1 日〜
2025年3月31日　

前期
2024年4月 1 日〜
2025年3月31日　

当期
2025年4月 1 日〜
2026年3月31日　

当期
2025年4月 1 日〜
2026年3月31日　

代 表 取 締役社長

岡野将之
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商品別 売上高構成比

株主の皆様の日頃のご厚情にお応えするため、下記の要領により、
株主ご優待の商品を贈らせていただきます。
ご優待の商品 自社製品
権利の確定日 3月31日現在の株主
ご所有株式による
区分と商品

① 100株以上ご所有の株主　　小売値2,000円相当の自社製品 ② 300株以上ご所有の株主　　小売値5,000円相当の自社製品
③ 500株以上ご所有の株主　　小売値7,000円相当の自社製品 ④ 1,000株以上ご所有の株主 小売値10,000円相当の自社製品

株主ご優待について

社名 川辺株式会社
社名(英語表記) T.KAWABE & CO., LTD.
創業 1923年2月
設立 1942年11月
資本金 100,000,000円
主な事業内容 ハンカチーフ、スカーフ、マフラー、タオル及び布帛製品の製造、販売

ならびに輸出入／服飾雑貨の販売ならびに輸出入／化粧品、香水、 
石鹸、医薬品、医薬部外品の製造及び販売ならびに輸出入／上記に附帯
する一切の業務

事業所 本社／東京支店／大阪支店／福岡支店
川辺今治センター
グループ レインボーワールド株式会社／株式会社ソルティー／

川辺（上海）商貿有限公司

役員
（2026年6月25日現在）

代表取締役社長 岡 野 将 之 営業統括本部長
代 表 取 締 役 越 智 康 行 経営企画室長

一広株式会社代表取締役社長
株式会社タオル美術館代表取締役社長

取 締 役 戸 上 太 一 グループ会社統括本部長
株式会社ソルティー代表取締役
川辺（上海）商貿有限公司董事長

取 締 役 有 田 二 郎 経営管理統括本部長
社 外 取 締 役 貞末 奈名子
社 外 取 締 役 梶 原 健 司
常 勤 監 査 役 安 田 裕 二
社 外 監 査 役 洞  敬 弁護士
社 外 監 査 役 神 崎 時 男 公認会計士

従業員数 162人

会社概要

事業年度 毎年4月1日から翌年3月末日まで
剰余金の配当の基準日 期末配当金 毎年3月末日
定時株主総会 毎年6月開催
公告方法 電子公告（https://www.kawabe.co.jp）

ただし、電子公告によることができないときは、
日本経済新聞に掲載する方法とします。

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

郵便物送付先（連絡先） 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
ふ0120-782-031

株主メモ

発行可能株式総数 3,000,000株
発行済株式総数 1,861,000株
株主数 2,473名
主要株主名 持株数 持株比率
一広株式会社 1,004,200株 55.0％
丸山三千夫 55,000株 3.0％
伊藤忠商事株式会社 53,180株 2.9％
松本恒吉 20,000株 1.1％
越智康行 19,800株 1.1％
大島勇 11,500株 0.6％
岩澤雅弥 11,300株 0.6％
大関誠 11,100株 0.6％
川辺浩子 10,951株 0.6％
越智勲 10,800株 0.6％

(注) 持株比率は自己株式（36,222株）を控除して計算しております。

株式情報（2026年3月31日現在）

〒160-8403 東京都新宿区四谷四丁目16番3号　TEL：03-3352-7123　
FAX：03-3352-2070

フレグランス事業につきましては、地方百貨店を中心とした複数
ブランド集積店の通期にわたる不振に加え、ACQUA DI PARMA 
GINZA SIX店の苦戦、及び２次流通卸売上の大幅な減少が全体に
影響いたしました。
一方で、単一ブランド店は堅調に推移しました。CREEDやVan 
Cleef & Arpelsの既存店が好調を維持したほか、BVLGARI、
ACQUA DI PARMA、CREEDの積極的な新店開設や、阪急メン
ズ東京でのCREEDポップアップ店（2025年11月末より約３ヶ
月実施）が売上を牽引しました。また、新規卸先であるケリング
ジャパン向け売上の増加も寄与いたしました。
当第４四半期連結会計期間においては、これら増収要因により前
年同期比116.0％と大きく伸長したものの、当連結会計年度では
卸売及び地方百貨店の減収分を補うに至らず、前年をわずかに下
回る前年比98.7%という結果となりました。

スカーフ・マフラーにつきましては、年間を通してシルク商材が
好調に推移しました。秋冬の立ち上がりは、百貨店外商顧客特招
会への積極的な参加による新たな売上の構築もできましたが、暖
冬の影響は大きく、繁忙期である11月～12月商戦は全体的に厳
しい状況でした。１月のクリアランス時期に冷え込みが重なり売
上は伸長したものの、年間を通しての売上は前年比93.3%とな
りました。

Fragrance

Scarf/Muffler

売上高：20億99百万円

売上高：10億76百万円
ハンカチーフにつきましては、12月以降の中国人観光客の減
少による影響等があったものの、日本製大判プリントハンカ
チーフや、ショッピングバッグ等が主力取引先百貨店におい
て想定以上に推移したことと、３月のギフト繁忙期において
都内及び郊外の主力百貨店において、回転什器を使用した
「まわるハンカチ」の導入など新しい試みも行い、ギフト需
要を喚起することができました。また、大阪・関西万博の関
連商品も10月の万博終了以降も人気が衰えることなく、オフ
ィシャルショップを中心に売上を構築することができました。
さらに、POLO RALPHLAUREN のファッションバッグが自
社EC、ZOZOTOWN、楽天ファッションで好調に推移し、
EC市場においての売上を大きく牽引する結果となりました。
その結果、ハンカチーフアイテム全体の売上は前年比104.0
％と伸長しました。また、商品の価格見直しが功を奏し、売
上総利益率向上の結果となりました。

タオル・雑貨につきましては、大型量販店のリビングタオル
が好調に推移しました。また、テレビ通販部門におきまして
は、オンエア規模復調による効果が図れた結果、売上は前年
比103.6％となりました。

Handkerchief

Towel/Goods/Bag

売上高：84億55百万円

売上高：14億4百万円

第81期売上高

130億36百万円

64.9％64.9％

8.3％8.3％

10.7％10.7％

16.1％16.1％
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